
（１）事業の概要等

（２）事業費
単位等

千円

千円

千円

千円

％

千円

人

千円

人

千円

千円

千円 8,242

計（B） 0 0 3,743 3,743

人
件
費

正規職員（平均賃金） 0 0 3,743 3,743

正規職員 0.50 0.50

その他職員 0.00

0

対前年比 ― ― ― 302.9%

0.00

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 1,485 4,499

計（A） 0 0 1,485 4,499

その他

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金

予算額 1,500 4,510

その他職員（時給×時間）

事業費合計（C＝A＋B） 0 0 5,228

対象
（何･誰を対象

に）

地域や行政が抱える課題

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

地域や行政が抱える課題の洗い出しを行い、IT技術等を活用し課題解決
が可能な課題の選定を行う。
選定をした課題に対して課題解決の為の技術を有する事業者を広く公募
し、課題解決の実現性や費用対効果等を検証して事業者を決定する。
決定した事業者と協働して事業者が有するIT技術等を活用して課題解決を
行う。

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

小牧市デジタルイノベーション推進計画 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

市民サービス向上及び業務の効率化を図る。

担当係 デジタルイノベーション係

目 5 大 3 中 1予算区分 一般会計 款 2 項 1

事業番号 Z0303-2

実施計画事業 〇
実施計画事業以外の事業

令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 課題提案型実証事業 担当部 市長公室

事業期間 令和３年度 ～ 令和７年度以降 担当課 行政改革課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 自治体経営編

基本
施策

3
展開
方向

3



（３）業績

単位

1

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

今後の実
施内容

　事業費を削減するため、企業募集の部分以外は職員で実施できるよう事業実
施のノウハウを習得する。
　意欲ある職員が本事業に参画できるような仕組みを検討する。

事務事業評
価による額

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 ― ― ― ―

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

　令和３年度に課題提案型実証事業の対象となる地域課題や行政課題（以下、
テーマという。）を庁内の関係部署から募集し、下記の４件を選定した。①ごみ分
別案内の便利化、②小牧山周辺のカラス害の軽減、③支所の窓口業務のサービ
ス向上、④すべての外国人を取り残さない情報発信
　令和4年度に企業募集を行い、33件の応募の中から、2社（※）を採択して実証
実験を行った。※小牧山周辺のカラス害の軽減「株式会社CrowLab」、すべての
外国人を取り残さない情報発信「アルファサード株式会社」
　実証実験の結果、効果が確認された株式会社CrowLabのサービスを令和5年度
に導入するため、予算要求を行った。
　
　実証実験を実施した結果、予算要求に繋がらないと事業費が無駄となるため、
効果を得ることができるよう担当課の伴走支援が必要である。

2

― 2

R5

成
果
指
標

予算要求に繋
がった件数

件
― 2 2

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

― 1

活
動
指
標

実証実験を行っ
た件数

件
― 2

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 ― ― ― ―

展開方向における指標の推移 基本施策 3 展開方向 3

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5


